
株式会社ソルトレイクひけた

お魚一匹まるごと食育教室 校外学習

経 緯

○東かがわ市がハマチ養殖発祥
の地「安戸池（あどいけ）」に漁業
体験施設「マーレリッコ」を建設
する際に、施設の管理運営を担
う組織として設立。

○養殖業の体験や地域ブランド「ひ
けた鰤」を活用した食育教室を
展開することにより、施設への集
客を図っている。

取組内容

○学習体験施設、食堂、管理釣り堀を運営し、
香川県等と連携しながら、東かがわ市の
推進する着地型観光の一翼を担う。

○地域イベントに積極的に参加して施設を
PRし、知名度を高める。

○スタッフが香川県認定の「お魚一匹食べよ
う伝道師」等の資格を取得し、幅広い年齢
層に向けて魚食教育を行う。

○ハマチの解体実演や通信販売、非接触決
済ツールの導入による販促活動を実施。

活動の効果

○活動が評判になり、知名度が向上してイベントなどに声がかかるようになった。多く
の小学校等の校外学習の受け入れにもつながっている。

○出張して食育教室やハマチの解体実演を行う機会が増えて、魚食教育にも力を入
れるようになった。様々な場面に対応するため、知識を蓄える努力をしている。

○海外からの旅行者にも好評を博している。

東かがわ市引田4373 Ｔｅｌ：0879-33-2800

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県東かがわ市

海外からの来館者回復を見据えて、館内表示やHPも分かりやすく改善し、英語で説
明ができるようスキルアップして満足度の向上を目指したい。

～ハマチ養殖発祥の地「安戸池」で、海と魚と友達になろう～

かぶしきがいしゃそるとれいく

地産地消 伝統の継承12
ひがし

食育・教育

奨励賞
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香川県三豊市

下高瀬子どもすこやかボランティア・三豊市立下高瀬小学校

「おいでまい」をアピールして販売 昔ながらの米作りを体験

経 緯

○代表は減反政策による休耕田の
有効活用として、子どもたちに農業
を体験させたいと考えた。

○下高瀬小学校の職員と思いが一
致し、平成６年に「下小子どもすこ
やかファーム」の活動として稲作指
導を開始。

○賛同者を募って、地域ボランティア
として下高瀬小学校のファーム活
動支援を継続していくことにした。

取組内容

○年間を通して、子どもたちの米作り体験学
習を支援。

○昔ながらの道具を使った手作業での農業
体験を実施。

○アイガモを田んぼに放して環境にやさしい
お米を有機栽培。

○「大坊市」（よろず市）で、栽培した「おいで
まい」を販売し、その取組を紹介。

○収穫した米や野菜を使っての調理やもち
つきなどのイベント実施。

三豊市三野町下高瀬760-1 Ｔｅｌ：0875-72-5401 

応募団体からのアピール・メッセージ

メンバーは子どもたちの笑顔のために長年頑張っている。今後も子どもたちや先生
方と感動を分かち合ってこのやりがいのある活動を続けていきたい。

～食への感謝と環境を守る心を育む～

しもたかせこ ぼらんてぃあ ・ みとよしりつしもたかせしょうがっこう

食育・教育地産地消
教育機関との

連携

活動の効果

○年間を通しての米作り体験学習などで、児童は育てる仕事の大変さ、昔の人の知
恵や工夫、命と食のつながり、感謝する心など多くのことを学んでいる。 SDGsの
視点からも意義深い。

○長年にわたる活動は、地域と学校をつなぐボランティアの具体的な姿として、重要
な役割を果たしている。

みとよ

13

奨励賞
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香川県立笠田高等高校

志々島で農家と交流 昔ながらの除虫菊収穫の実践

経 緯 取組内容

○実証栽培を行い、三豊市に合う作物の種
類や栽培方法について研究。

○子どもたちに薬用作物を身近に感じても
らうため、比地大小学校と連携してトウガ
ラシと除虫菊を栽培。

○除虫菊をかつて栽培が盛んだった詫間町
の志々島に定植。観光拠点になるように
管理していく。

○収穫した薬用作物を使った製品づくり。

活動の効果

○薬用作物の栽培に注目が集まり、令和２年度は15戸だった栽培農家が今年度は
65戸まで増えた。

○地元の栽培農家との交流を通して栽培方法を学ぶことができた。
○昨年笠田高校で採取したヤマトトウキの種子を市内の農家に配布して栽培しても

らっており、来年度には三豊市産のヤマトトウキが収穫できる予定。

三豊市豊中町笠田竹田251 Ｔｅｌ： 0875-62-3345 

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県三豊市

笠田高校は地元農家と生薬取扱業者をつなぐパイプ役を担っている。薬用作物を通
じて三豊市が元気になるような活動を続けていきたい。

～薬用作物を利用して、健康で元気な三豊市へ！～

かがわけんりつかさだこうとうがっこう

学生・若者の
活躍

農業
みとよ

14 荒廃農地対策

○三豊市は耕作放棄地の有効活
用や農家の所得向上のため、
薬用作物の普及に取り組んで
いた。

○令和２年に市と連携協定を結ん
だことから、合同で栽培研究を
行い地元農業の活性化や市民
の健康意識向上を目指して活
動を始めた。

奨励賞
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豊島「食プロジェクト」推進協議会

豊島唐櫃棚田の原風景 収穫祭の稲刈り体験

経 緯 取組内容

○棚田での営農と景観の維持管理。
○地元住民、福武財団、町役場職員が協力

して用水路の清掃と草刈りを実施。
○田植えや収穫祭等のイベントを実施。
○民泊組合と協力体制を整えて宿泊希望

のニーズに対応。
○棚田で栽培した農作物を使った商品開発

に力を入れ、６次産業化による所得向上
に取り組む。

活動の効果

○美術館を訪れた観光客がいつでも棚田のあぜ道を歩き、昔ながらの農村風景を堪
能できる環境を提供することで、観光資源としての価値を創出している。

○イベントで人を集めることによって関係人口の増加に寄与し、島外からの参加者を
民宿で受け入れるなど島全体の経済効果を生み出している。

○米を使ったパンケーキミックス、はだか麦のグラノーラなどの６次化商品が完成した。

小豆郡土庄町渕崎甲1400-2 Ｔｅｌ： 0879-62-7007

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県土庄町

豊島を訪れる皆さんに豊島美術館とその前に広がる棚田の風景を楽しんでいただ
けるよう活動を継続していきたい。

～食とアートによる地域振興～

てしま「しょくぷろじぇくと」すいしんきょうぎかい

荒廃農地対策６次産業化
とのしょう

15 棚田保全

○豊島美術館の建設予定地が唐櫃
地区に決定し、県から周辺の環境
整備や棚田の復活について地元
に協力依頼があった。

○美しい棚田の景観を復元・保全す
るため「唐櫃棚田保存会」を立ち
上げた。

○体制の整備を図るため土庄町、福
武財団と共同で当協議会を設立。
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小豆島陽当の里伊喜末

100％小豆島産ビールの完成 小学生のタマネギ収穫体験

経 緯

○瀬戸内海を望む風光明媚な地
区だが、過疎化・高齢化が進み、
数年前から荒廃地が目立つよ
うになってきていた。

○危機感を抱いた有志数名が地
域に活気を取り戻そうと、農業
振興と明るく元気な農村づくりを
めざして平成29年度に「小豆島
陽当の里伊喜末」を立ち上げた。

取組内容

○ビール醸造所「まめまめビール」と協力し
て、100％小豆島産のクラフトビールを誕
生させる「二条大麦プロジェクト」を実施。

○地元の子供達にサツマイモのつる挿しと
収穫体験を実施。

○近隣の小学校と連携してタマネギの収穫
体験を実施。

○年に一度産直市を開催して地域農産物
や加工品を販売。

小豆郡土庄町伊喜末1925 Ｔｅｌ： 090ｰ4500ｰ9925

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県土庄町

グリーン・ツーリズムや学校と連携した食育等にも積極的に取り組みたい。さらに、
オリーブ栽培を推進して耕作放棄地の解消と景観保全に努め、みんなが誇れる地域
を目指していきたい。

～農業の大切さや地元への愛着心を伝えたい～

しょうどしまひあたり さと いぎすえ

鳥獣被害防止６次産業化
とのしょう

16 農村文化体験

活動の効果

○麦やオリーブの作付けによって耕作放棄地が解消されている。
○ビールの原材料となる大麦とホップを耕作放棄地で栽培し、100％小豆島産のビー

ルが完成した。
○小学生が収穫したタマネギを給食の材料にするなど、食育にも貢献している。

産直市

奨励賞
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NPO法人オリーヴ生活文化研究所

有機JAS認定
オリーヴ葉 ほ場

樹齢千年のオリーヴ大樹

経 緯 取組内容

○小豆島の素材を活用する取組に協力
してくれる新たな委託先を探し、クラフ
トハートブルワリーと出会う。

○小豆島ヘルシーランド（株）で有機栽
培されたオリーヴ葉や（株）ヤマヒサ
が開発した「オリーヴの花酵母」を使
用した新しい「小豆島ビール」が完成。

○観光施設やイベント等で「小豆島ビー
ル」を販売。

活動の効果

○完成した「小豆島ビール」を「小豆島なんちゃって夜市」等で提供し始め、観光客に
喜ばれている。

○これまでの活動で県内外に約３万本のオリーヴの苗木を寄贈することができ、オ
リーヴの輪が広がっている。

○瀬戸内オリーヴ共和国活動が「第４回環境省四国環境パートナーシップ表彰 優
秀賞」を受賞。

小豆郡土庄町甲2695-1 Ｔｅｌ： 0879-62-5511

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県土庄町

「オリーヴの森」には、はるかスペインからやってきた樹齢千年のオリーヴ大樹が
あり、訪れた人はオリーヴの持つ素晴らしい力に触れることができます。

～オリーヴ葉入り「小豆島ビール」で観光復活～

えぬぴーおーほうじんおりーぶせいかつぶんかけんきゅうじょ

農業
とのしょう

17 ６次産業化

○心と体の健康を追求し小豆島の発展
に寄与することを目的として平成21年
に設立。小豆島ヘルシーランド（株）と
協働し、オリーヴの輪を広げる活動を
展開してきた。

○コロナでダメージを受けた小豆島観光
を盛り上げようと、かつて（株）元屋商
店がOEM生産で販売していたPB「小
豆島ビール」の復活に取り組む。

小豆島ビール
（小豆島なんちゃって夜市 いのしし丼と）

地産地消
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小豆島町漁業振興協議会

ちびっこおさかな体験教室 「小豆島町おさかな絵画コンクール」表彰式

経 緯

○瀬戸内の豊富な水産資源に恵
まれた小豆島だが、漁業者の減
少や消費者の魚離れなど、さま
ざまな要因から漁業が衰退して
きていた。

○漁業の再生を目指して、漁業関
係者と行政による協議会を設立
した。

取組内容

○「小豆島でとれるおさかな」をテーマに、町
内児童を対象とした絵画コンクールを開催。

○漁業関係者が講師となって、小学校での出
前授業や地引網体験などを実施。

○地魚に目を向けてもらうため、町の広報誌
に毎月小豆島の旬の魚を使ったレシピを
掲載。

○漁業者を対象とした研修会の開催や、近県
の漁業先進地の視察を実施。

活動の効果

○絵画コンクールには、魚を観察して色彩豊かに描いた子どもたちの力作が多数寄
せられた。参加者には小豆島でとれる魚を紹介した下敷きをプレゼントしている。

○子どもたちは小豆島の水産業について楽しく学び、漁業に関心を持って理解を深
めている。

○漁業者の要望に沿った研修を行うことで参加者の意欲向上につながっている。

小豆郡小豆島町 Ｔｅｌ： 0879-82-7026 (小豆島町役場）

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県小豆島町

漁業を未来につないでいくため、今後も「魅力発信」「生産・販売強化」「担い手対策」
などに取り組み、「瀬戸内海ナンバーワンのさかなの島」を目指します。

～漁業の未来は小豆島の未来！漁業の再生を目指して～

水産業

しょうどしまちょうぎょぎょうしんこうきょうぎかい

しょうどしま

18

奨励賞
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小豆島町中山棚田協議会

復活した伝統行事 「虫送り」 地元小学生の泥んこ遊び

経 緯

○中山千枚田では耕作者の高齢
化と担い手不足が進んでエリア
内の３割が耕作放棄地となり、
地区住民は将来を危惧していた。

○文化や伝統の源である千枚田
を守るため「棚田の村構想」を
打ち立て、その具体的な取組主
体として当協議会が設立された。

取組内容

○担い手育成につなげるため、島内の非農
家を対象に棚田アカデミーを開始。

○香川大学等による農業体験プログラムや
小中学校の郊外学習の受け入れ。

○地元の酒造会社と連携して酒米の耕作に
挑戦し、小豆島の地酒として販売。

○棚田米と棚田米を使用したアイスをふるさ
と納税の返礼品にして全国にPR。

活動の効果

○地元住民が改めて棚田の魅力に気づき、棚田の文化を守る意識が高まった。
○大学との連携等により、大学生と共に活動することで活気をもらっている。
○泥んこ遊びや耕作体験は子どもたちが千枚田に興味や関心を持つきっかけになっ

ている。
○酒米づくり等を実施することにより休耕田の減少につながった。

小豆島町片城甲44番地95 Ｔｅｌ： 0879-82-7026

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県小豆島町

中山千枚田は「全国棚田百選」にも選ばれた貴重な棚田です。
小豆島には魅力あふれる観光スポットが盛りだくさん！ぜひ、お立ち寄りください。

～先人の汗の結晶を未来へ継ぐ「中山千枚田」～

しょうどしまちょうなかやまたなだきょうぎかい

農村環境・
景観保全

棚田保全
しょうどしま

19 荒廃農地
対策

棚田アカデミー 荒代掻き
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チームそら豆

新規参入した農事組合法人の育苗作業 アレルゲンフリーの「そら豆醤油」

経 緯

○大豆・小麦アレルギーで醤油を
口にできない人のために、２年
の研究を経て商品化した「そら
豆醤油」の原料を100％小豆島
産にしたいと（株）高橋商店が呼
びかけた。

○賛同した栽培希望者が集まり、
乾燥ソラマメを生産する組織
「チームそら豆」を結成。

取組内容

○醤油の原料となる国産の乾燥ソラマメがな
かったため、農商が連携して原料を生産。

○需要の高まりを受けて生産拡大を行い、地
域の特産品として製造を維持していくため
に生産者の増加を呼びかける。

○良いものを作るためにほ場巡回や講習会
を行うとともに、生産者とは収穫物を全量
買い取る契約を結んでやる気を促している。

小豆郡小豆島町安田甲142 Ｔｅｌ： 0879-82-1101

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県小豆島町

アレルゲンフリー商品の原料供給により社会に貢献でき、高齢農業者の意欲が向上
している。さらに耕作放棄地の抑制につながるよう取り組みたい。

～そら豆醤油から生まれる笑顔のために!～

ちーむ まめ

高齢者の活躍６次産業化
しょうどしま

20 企業との連携

○アレルゲンフリーの商品需要は高まっており、「そら豆醤油のおかげでいろいろな
料理が作れる！」などの喜びの声が寄せられている。

○令和４年産より、農事組合法人がチームに加入して生産拡大に結びついた。
○高齢農業者の活躍を促進しており、地元企業との契約栽培によってさらに良いもの

を作るという目標ができて生産者は生きがいを感じている。

活動の効果
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株式会社 山南営農組合

昭和の宿こみの

つなぐ棚田遺産「小蓑の棚田」

経 緯

○山間部の小蓑は良質な農産物の
栽培に適した自然豊かなところだ
が、耕作放棄地の増加が深刻化
しており、担い手確保や地域活性
化の取組が求められていた。

○集落住民が一丸となり、効率的な
農業の推進や小蓑の魅力を県内
外に伝えることを目的に「（株）山
南営農組合」を設立。

取組内容

○地域ブランド米「小蓑米」の生産・販売。
○11部会制による組合員の生きがいづくり。
○産直、レストランのほか、昔ながらの田舎

暮らしが体験できる農家民宿２棟を開業。
○三木高校と連携し、HP「晴ノチコミノ」を開

設。集落の中心部に地域案内板を設置。
○香川大学の学生団体「koi-koi」が農村カ

フェを開業し、希少糖を使ったメニューを
考案して提供。

活動の効果

○組合員全員が「農村レストラン部会」など11の部会のいずれかに所属しており、得意
分野を活かして活動することによって、一人一人が地域で必要な存在であるという
「生きがい」を感じている。

○農村カフェは地域農産物のPRや交流の場となっており、地域おこし協力隊との連携
が功を奏して地域内外から多くの人が訪れている。

○グリーン・ツーリズムや農家民宿の宿泊体験者は、小蓑の魅力に満足してくれている。

木田郡三木町小蓑928-1

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県三木町

～限界集落の未来を守る！全員参加型営農組合～

ジビエ農泊６次産業化

かぶしきがいしゃ さんなんえいのうくみあい

みき

21

加工場 兼 「農村カフェいこい」

「つなぐ棚田遺産」に認定されたことで、持続的な保全の重要性を再認識した。
「みんなで楽しみながら」という姿勢を大切にして地域活性化の活動を続けていきた

い。魅力あふれる農村「小蓑」にぜひお越しください！
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丸岡生き活きクラブ

ジャンボタニシ駆除 活動当初から取り組むコスモス畑

経 緯

○農地・水・環境保全活動に取り
組むため、丸岡営農組合が中
心となって結成。

○丸岡集落の豊かな自然環境を
守るため、農業者以外にも様々
な立場の住民が一体となって
活動する。

取組内容

○４月 用水路清掃
○５月 ため池堰堤草刈り
○６月 用水路清掃
○７月 ため池堰堤草刈り、

コスモス播種地草刈り
○８月 コスモス地耕起、播種
○９月 ため池堰堤草刈り
○10月 コスモス地周辺の草刈り
○11月 コスモス観賞会
○12月 ため池堰堤草刈り

木田郡三木町氷上5264-4 Ｔｅｌ： 090-8281-3521

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県三木町

役員や住民の高齢化が不安材料ではあるが、若手の後継者を育てつつ活動内容を
再点検して、有効かつ無理のないものに集中しながら取り組んでいきたい。

～豊かな環境保全及び集落のチームワーク向上～

まろかいきいきくらぶ

農業
みき

22 農村環境・
景観保全

○農業者以外にも様々な立場の住民が一緒に活動することで、丸岡集落の豊かな
自然環境を守られている。

○清掃や草刈りなどの活動に若い人の参加者が増えた。

活動の効果
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三つ子石池資源保全組合

田中幼稚園芋ほり大会 農地を活用したコスモスの植栽

経 緯

○農業従事者の減少・高齢化など
により、農家だけでは地域内の
農業及び農業インフラを守ること
が困難になってきた。

○地域コミュニティにおける交流も
希薄になっており、地域一体と
なって地域資源である農地、農
業インフラの保全管理ができる
体制の整備が必要となった。

取組内容

○住民アンケート結果を踏まえた体制整備
構想を作成し、地域資源の保全管理、農
業後継者の育成・確保及び地域の連携を
柱とした活動に取り組む。

○主要幹線道沿いの農地70aにコスモスを
植栽。

○地区内の親子や幼稚園児等を対象に「芋
苗植え付け大会」や「芋ほり大会」を実施。

○「田んぼダム」事業を開始。

活動の効果

○集落間のつながりが深まり、農家と非農家の交流が促進された。
○コスモス植栽は、県の事業である「さわやかロード」活動にも発展して近隣自治体か

らも評価されるようになり、環境保全の意識も高まった。
○26年ぶりに新嘗祭の「献穀田」が受益地区内で選定された。

木田郡三木町大字田中3006番地1 Ｔｅｌ： 090-2789-9349

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県三木町

この活動を可能な限り三木町全体に広げるべきと考えており、高齢化等による活動
継続が難しい組織に対する支援（区域編入等）を継続したい。

～地域のみんなで明るく・楽しく～

みつごいしいけしげんほぜんくみあい

高齢者の活躍
農村環境・
景観保全

みき

食育・教育23
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香川短期大学生活文化学科食物栄養専攻

高校生お弁当の日甲子園
優秀賞

「地元食材いっぱい食べてね弁当」

経 緯 取組内容

○「県産野菜を使った弁当」などテーマに沿っ
た弁当を学生が考案し、レシピ集を発行。
その後「高校生お弁当の日甲子園」と銘
打ったコンクールに発展。

○自治体や企業などと連携して地元の農水
産物を使ったレシピや商品の数々を開発。
例として、 市場流通が難しいカタクチイワシ
を使った「イワシ餃子」や規格外野菜を使っ
た「野菜ふりかけ」などがある。

活動の効果

○参加する高校生が弁当作りを通して健康な食生活に関心を寄せ、豊かな県産食材
への理解を深める一助になっている。

○規格外野菜や小魚など、これまで埋もれていた食材を新たな資源と捉えて魅力的
な商品を開発することで、食品ロスの削減や地域経済の活性化につながっている。

○若い感性をいかした活動や地域などとの連携で世代を超えた交流が生まれている。

綾歌郡宇多津町浜１－10 Ｔｅｌ： 0877-49-5500

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県宇多津町

地域社会に貢献するコミュニティ・カレッジとしてこれからも笑顔でにぎやかに食育
活動を行い、若者が住みやすい県となるようがんばっていきます。

～地域社会に貢献するコミュニティ・カレッジ～

かがわたんきだいがく せいかつぶんかがっか しょくもつえいようせんこう

地産地消
うたづ

24 食育・教育

○大学の役割の一つとして地域貢
献の重要性が高まってきた。

○栄養士を目指す学生達の知識
をいかす活動として平成22年に
「弁当の日」プロジェクトが発足。

○児童への食育活動や産官学連
携の事業も開始し、地域社会に
開かれたコミュニティ・カレッジと
して様々な取組を行う。

規格外野菜ふりかけの配布

学生・若者の
活躍
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綾川町さぬきうどん研究会

経 緯 取組内容

○塩と水の加減を名人の口伝を尊重しつつ
季節ごとに記録。何種類もの小麦粉で研
究した結果を「さぬきうどんテキスト」にま
とめた。

○公民館での麺打ち講座、町内の小中学
校でのうどん体験教室を開催。

○コロナ禍においては石臼で小麦を挽くとこ
ろからのうどん作りや「さぬきの夢」の研
究、うどんのルーツ「餺飥（はくたく）」作り
など、会員の知見を深める活動を実施。

活動の効果

○研究成果をまとめたテキストを発刊することで、うどん作りの理解と普及を容易にした。
○長年にわたって実施している講座や体験教室は、現在までの受講者が数千人にも上

り、次世代へ食文化をつなぐ活動の基盤となっている。
○地域のイベントでうどんを振る舞って、打ちたての旨さと県産小麦「さぬきの夢」の風

味ともちもち感を堪能してもらうことで、地産地消を進める取組になっている。

綾歌郡綾川町滝宮1769 Ｔｅｌ： 087-876-0611

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県綾川町

綾川町滝宮は「うどん発祥の地」と言われている。県産小麦「さぬきの夢」を使った
うどんで地産地消にも取り組みながら、「うどん県」の名に相応しい食文化の一端を
担ううどん集団へと発展を遂げたい。

～さぬきうどんの技と美味しさを、沢山の人へ～

あやがわちょう けんきゅうかい

食育・教育地産地消
あやがわ

25 伝統の継承

○昭和62年に姉妹都市である北海
道秩父別町の祭りに招待された。

○町内のうどん打ち名人11人を集
めて讃岐うどんの旨さを披露しよ
うと意気込んだが、名人達は自分
の打ち方を譲らず食感がバラバラ
で恥ずかしく悔しい思いをした。

○平成元年、改めて技術を見直して
統一された技を確立するため研
究会を設立。

滝宮保育所でうどん作り

綾上小 うどん体験教室 町ジョギング大会参加者へのうどん接待

奨励賞
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香川県立農業経営高等学校

収穫したいちご（さぬき姫） いちごワイン「主基の恵み」販売会

経 緯 取組内容

○規格外の果実を使ったいちごワイン「主基
の恵み」を地元ワイナリーと共同で開発。

○ヨモギなどの植物由来の乳酸菌や、廃棄
処理に困っているもみ殻から抽出したケイ
酸を利用して、病気や果実の品質に対す
る効果を検証している。

○地元小学生を招いていちごの収穫体験な
どを行う交流学習を実施。

活動の効果

○高校生が主体となって地元企業とコラボした活動は地元農家を活気づけ、多くの注
目を集めた。

○取組がニュースで取り上げられ、視察希望の農家やいちごの購入希望者から問合
せが殺到し、大きな反響があった。

○いちごワイン「主基の恵み」はいちごの香りが高く、アルコール度数が低めの仕上り
で、お酒が苦手な人でも飲みやすいと好評であった。

綾歌郡綾川町北1023番地１ Ｔｅｌ： 087-876-1161

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県綾川町

持続可能な農業の仕組みづくりに主体となって取り組み、高校生ならではの柔軟で
クリエイティブなアイデアで活動を継続していきたい。

～持続可能な農業でさぬき姫を全国へＰＲ～

かがわけんりつのうぎょうけいえいこうとうがっこう

学生・若者の
活躍

６次産業化
あやがわ

26 企業との連携

○綾川町は県内有数のいちごの産地
であり、「いちごの郷」としてＰＲして
いたことから、オリジナル品種の「さ
ぬき姫」を広めようと栽培を開始。

○規格外の果実の新たな活用法の研
究や大量に排出されるもみ殻の有
効利用、有用微生物の活用など、
持続可能な農業の仕組み開拓にも
取り組むことになった。

ケイ酸についての勉強会
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稲木 健造

昔ながらの定規で田植え 県外観光客とうどん打ち

経 緯

○平成25年から県独自水稲品種
「おいでまい」の低農薬栽培に
取り組んできた。

○令和元年、高松市の化粧品製
造販売会社と連携し、「おいでま
い」を化粧品の原料として供給
することになった。

○訪日客の増加によるニーズの拡
大を受けて、令和２年に農家民
宿を開業。

取組内容

○（株）アイムの化粧品「ライスフォース」の原
料として米を出荷するにあたり、エコファー
マーの認定を受け、低農薬、有機肥料使
用などの安全性を重視した特別栽培にシ
フト。

○ （株）アイムが海外の販売代理店を香川に
招待した際、栽培方法等を説明するととも
に自宅を解放して農泊を体験してもらう。

○農家民宿「稲木家」を開業し、農家体験希
望者を受け入れ。

活動の効果

○特別栽培米を化粧品の原料として供給する取組は、農林水産省の６次産業化・地
産地消法に基づく「総合化事業計画」の認定を受けた。また、かがわ産業支援財
団に６次産業化のサポートを受けて米の新たな活用法を見いだした。

○体験者からは農作業や香川ならではのうどん打ち、五右衛門風呂など、綾川町の
自然や日本の文化を体感できると好評を得ている。

綾歌郡綾川町北235-1 Ｔｅｌ： 090-3180-1473

応募者からのアピール・メッセージ

香川県綾川町

長期的な視点で、農業を通じた地域経済の活性化や農家の継承者問題の解決を
目指し、さらには香川県の自然と文化を世界に向けて発信していきたい。

～お米作りで農泊と化粧品原料供給～

いなぎ けんぞう

企業との連携
あやがわ

農泊
教育機関との

連携
27

奨励賞
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金盛 友彦

高鉢山と麓の大相集落

経 緯 取組内容

○自治会に入会して地区の景観整備や保
全活動に取り組む。

○空き家だった古民家を借りて地域交流拠
点として整備。

○交流イベントを企画し実施。
○集落の１年の景観をドローン撮影し、ＳＮ

Ｓなどで発信。
○休耕田を活用して作物を栽培。

活動の効果

○地域に入って住民とともに活動する中で、「若い人に来てほしい」「後継者がいない」
などの切実な思いを受けとめ、移住や定住を呼びかける前にまず地域のことを知っ
てもらうため、綾川町の魅力に触れられる交流拠点を整備した。

○地区の魅力を体感する交流イベントとして町内の児童らとサツマイモの収穫を行い、
参加者に地元の人々との触れあいを楽しんでもらえた。

綾歌郡綾川町畑田1664-13

応募者からのアピール・メッセージ

香川県綾川町

今では郷土料理の「どじょう汁」で親睦を図る風習が残っているような集落は希少で
あり、今後も継続してほしい。集落の問題・課題解決を地域の方々と進めていきたい。

～地域に飛び込む課題解決型協力隊～

かなもり ともひこ

関係人口の
創出

農村文化体験
あやがわ

28 農村環境・
景観保全

○綾川町綾上地区は人口減少や高
齢化が深刻な問題となっていた。

○地域課題の掘り起こしと解決策を
探るため、町と地元住民の協力
を得ながら様々な地域活性化の
活動に取り組むこととなった。

モニターツアーの様子

高松市まで一望できる
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苗田東環境保全の会

危険な場所に事故防止ポスターを設置 親子で清掃活動

経 緯

○昭和42年に構造改善事業で基盤整
備を行い農業中心の地域づくりをし
ていたが、世代交代や少子化が進
んで住民同士の交流が希薄になり、
伝統行事の継承が難しくなっていた。

○地区の将来を担う子供たちを交えて
環境保全活動を行うことにより、以
前のような交流の盛んな地域づくり
に取り組むことにした。

取組内容

○子供会と連携して道路沿いに投げ捨て
られた空き缶等のゴミ拾いを実施。

○子供たちが夏休みに環境保全や事故
防止、苗田東のPRなどのポスターを作
成。９月に象郷農業構造改善センター
に展示した後、防水加工して青年部を
中心とした地区住民が、ゴミの投げ捨
ての多い幹線道路沿いや危険な場所
などに設置。

活動の効果

○子供を中心とした活動に大人も一緒に参加することで地区住民の連携が密になり、
地元を良くしようとする意識が向上した。

○地区の伝統文化である獅子舞に子供達が進んで参加するようになったことで、伝統
文化の継承につながっている。

仲多度郡琴平町苗田225 Ｔｅｌ：0877-73-3771

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県琴平町

活動内容を発展させるアイデアを誰もが提案できる環境を整備し、若い世代の自
主性を重視した活動を行って地区を発展させていきたい。

ことひら

～住民活動で苗田東の伝統と故郷愛を将来へ～

のうだひがしかんきょうほぜんのかい

農村環境・
景観保全

食育・教育移住・定住29

37



満濃池土地改良区

毎年６月に催される「ゆるぬき」 かりん会館で満濃池の歴史教育

経 緯

○長い歴史のある満濃池の管理者は
時代とともに移り変わってきたが、
昭和26年に「満濃池土地改良区」を
設立し、管理規定に基づいた組織
的な排水管理を行うようになった。

○満濃池の歴史と先人たちの偉業を
未来へつなげるための活動を積極
的に行っている。

取組内容

○複雑な水利慣行を次世代に伝えるた
め、組織体制を整えて後継者を育てて
いる。

○アジア・アフリカ地域の技術者のJICA
研修や県外の土地改良関係団体の現
地視察を積極的に受け入れている。

○郷土学習の一環として、見学に訪れる
小学生に満濃池の歴史や文化を伝え
ている。

活動の効果

○町が池を周回できる遊歩道を整備してウォーキングイベントを開催するなど、満濃
池を核とした多面的な活動が広がっており、地域活性化に寄与している。

○有志が満濃池の龍神伝説をテーマにした讃岐弁の紙芝居を作って町内の小中学
校等に配布し、子どもたちにも分かりやすく郷土史を伝えることができた。

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県琴平町

弘法大師空海ゆかりの満濃池は近年「世界かんがい施設遺産」に選出されたり、
ため池として初めて国の「名勝」に指定されるなどしています。

～満濃池1300年の技術と歴史を未来へ”つなぐ”～

まんのういけとちかいりょうく

農業 伝統の継承

仲多度郡琴平町榎井500-1 Ｔｅｌ：0877-75-3157

30
ことひら 多様な分野

との連携
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香川県立多度津高等学校 建築科

県内国有林の現状を見学 竣工式

経 緯 取組内容

○管理・設計・施工の３班に分かれて活動。
○協力企業との打合せや、木造住宅などの

建設現場、瓦工場などの見学。
○大工技能について出前授業で学習。
○1/15スケールで模型を製作。
○地耐力検査実施。
○土木科が基礎工事、電気科が照明の設置、

海洋生産科が記念品の缶詰を製造するな
ど６科が連携。

活動の効果

○県産木材や地元の古民家に使われていた古材を使用し、環境意識が高まった。
○作業を通じて仕事に対する意識が変わり、今後の進路選択に役立った。
○工場見学や出前授業などが盛り込まれた幅広い学習内容となり、生徒・教員のス

キルアップにつながった。
○地域住民も大きな関心を寄せてくれて、地域に貢献できる取組ができた。

仲多度郡多度津町栄町一丁目1-82 Ｔｅｌ： 0877-33-2132

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県多度津町

「あずまや建設プロジェクト通信」全15号を高校のHPに掲載しています。生徒の感
想文もあり、取組の様子が良く分かりますのでぜひご覧ください。

～地元木材を使った小屋建設プロジェクト～

かがわけんりつたどつこうとうがっこう けんちくか

学生・若者の
活躍

林業
たどつ

31 伝統の継承

○多度津高校は令和３年に創立
100周年を迎え、記念事業の一
環として町内の公園に休憩小屋
を建設することを町に提案。

○町と多くの企業の賛同を得て令
和元年に「あずまや建設プロジェ
クト」が始動。官民学の連携で記
念に残る取組となった。

使用木材の９割以上が県産ヒノキ
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一般社団法人サンフラワーまんのう

大学生とのコラボによる迷路アトラクション ひまわりオイルプレミアム

経 緯

○平成元年度から地域おこしとして
町内の農業集団がひまわり事業
に取り組んでおり、平成28年度か
らは地方創生事業として町が主
体となって活動していた。

○令和３年度より、更なる観光振興
と６次産業化による農家の所得
向上を目的として「一般社団法人
サンフラワーまんのう」を立ち上
げ、町や農家と連携しながら町お
こしを推進していくことにした。

取組内容

○「ひまわり満開フェア」と題して、ひまわり
振興協議会と連携して７月に満開になる
ことを県内外に広くＰＲ。ひまわり開花時
にＪＲ四国の観光列車が臨時停車する
などコラボイベントを開催。

○町内の子どもたちが種まき、収穫、搾油
を行う体験学習の実施。搾ったひまわり
オイルは給食で活用。

○町が整備した「ものづくりセンター」を核と
したひまわりオイルの製造販売。

活動の効果

○無農薬・無添加にこだわった「まんのうひまわりオイル」は品質の高さを認められている。
令和３年度には限定生産した高品質の種子を使ったプレミアムオイルを新たに商品化し、

ブランドイメージを高めた。
○ひまわり畑を訪れた人々がＳＮＳに投稿することでまんのう町の知名度が向上した。
○子どもたちが農業の楽しさを知り、地域への愛着が深まった。

仲多度郡まんのう町七箇2529-1 Ｔｅｌ： 0877-89-6633

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県まんのう町

多くの人と協力しながら、ネット販売を強化するなど積極的な販売戦略を立てて事業
を発展させ、ひまわりオイルを地域ブランド商品として定着させたい。

～ひまわりで町おこし‼「黄色の魔法がかかる町」まんのう町にようこそ～

いっぱんしゃだんほうじん さんふらわー

雇用農業 ６次産業化

４年生のひまわり収穫体験
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香川県まんのう町

島が峰の原風景を守る会

復活したソバ畑

収穫したソバでソバ打ち体験

経 緯

○島が峰地区は標高約900mの山
あいにある。かつては高冷地野
菜を盛んに栽培していたが、人
口減少や高齢化に伴い次第に
衰退して荒地になっていった。

○状況を憂いた数名の同志が、平
成28年より荒廃地の開墾から始
め、寒暖差を利用したソバ作り
を開始した。

取組内容

○荒廃した農地を開墾し、かつての風景を
取り戻すために耕作面積を拡大。

○グリーンツーリズムの一環として、開墾し
た農地の一部を利用したソバの栽培体
験やソバ打ち道場を実施。

○ソバの花が満開となる９月下旬頃に「ソ
バの花見会」を開催し、打ち込みソバの
無料接待や地元獅子舞の披露などを行
う。

仲多度郡まんのう町川東2467 Ｔｅｌ：0877-85-2111

応募団体からのアピール・メッセージ

この地の食文化や風景を次世代に残したいという思いで、会員一丸となって取り組
んでいます。今後は６次産業化として乾麺ソバの製品化等に注力していきたいです。

～初めて会った人達もいつか笑顔のソバづくり～

しまがみねのげんふうけいをまもるかい

荒廃農地
対策

６次産業化 棚田保全

活動の効果

○現在32haの荒廃農地を復活させており、徐々にかつての風景を取り戻しつつある。
○復活したソバ畑として県内外で知名度が上がり、若い人も活動に参加するように

なって活気があふれてきた。
○見物客が増え、棚畑の美しさに魅了された写真家も多く訪れるようになった。

ソバの商品化
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帆山地域保全活動組織

帆山ひまわり団地
「幸せの鐘」設置

夜間ライトアップ

経 緯

○営農と農業インフラの維持・管
理を行っていたが、高齢化によ
り担い手が不足してきた。

○農作業を地元土木建設業者に
委託して担い手とする一方、他
の組織と連携して地域資源を
活かした６次産業化などに取り
組んで地域の活性化を目指す。

取組内容

○集落の農道、ため池、水路などの保全。
○ひまわりオイル、ドレッシング、焼酎など多

数の商品を開発。ひまわりの搾りかすを飼
料にしたひまわり牛も誕生し、コロッケや肉
うどんを道の駅で販売。

○約100万本の開花にあわせて｢ひまわりま
つり｣を開催。ウエディングイベントやフォト
コンテストなどの実施。

活動の効果

○県内企業や地元の畜産農家と連携し、ひまわりを活用した特産品が多数誕生した。
ひまわり焼酎「みちる」は一層香りが良くなり好評を得ている。

○「ひまわりまつり」は地域住民の世代を超えた交流を促進し、県内外から多くの人
が訪れる夏の風物詩に発展した。今年は３年ぶりに開催し、「幸せの鐘」の設置や
夜間ライトアップなど写真映えする新たなチャレンジを行った。

仲多度郡まんのう町帆山627 Ｔｅｌ：0877-77-2256（事務局 近石）

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県まんのう町

～ほのやまロード、ひまわりに託す夢と希望～

ほのやまちいきほぜんかつどうそしき

農村環境・
景観保全

６次産業化農業

「自分達の集落を自分達で守る」ための活動に取り組み、後継者を育てて更なる地
域の活性化を目指したい。
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まんのう町
ものづくりセンター
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